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近年、感染症における全身性炎症反応のメカニズムとして、病原微生物に由来し炎症を惹起する













仮説２；重症敗血症症例において、mtDNA が alarmins として全身性炎症反応病態の形成へ関
与し、重症度あるいは予後予測指標となる。 
対象と方法：解剖学的外傷重症度の指標である Abbreviated Injury Scale 3 以上の損傷を有する
外傷および重症敗血症症例を対象として、前向き観察研究を行った。血漿中 mtDNA 値の測定は、
サンプル中の細胞成分や血小板の影響を除くために濾過した血液を用いて、real-time 
polymerase chain reaction にて施行した。本測定により得られた mtDNA レベルにより、①外
傷症例、重症敗血症症例における経時的推移、②横紋筋融解症の指標である creatine 
phosphokinase (CPK)値との関係、③入院時の生理学的重症度の指標である Acute Physiology 
and Chronic Health Evaluation (APACHE) II スコア、臓器障害重症度の指標である Sequential 
Organ Failure Assessment (SOFA)スコア、外傷の解剖学的重症度の指標である Injury Severity 
Score (ISS)との関連、および、④転帰との関係を検討した。 
結果：①血漿中 mtDNA レベルは、外傷症例では入院時 (Day 1)に最大となりその後低下したが、
敗血症症例では、Day 1 に上昇後、Day 5 まで高値のままであった。②外傷症例では、Day 1 の
mtDNA 値は、CPK の最大値と相関したが(R2= 0.46, P= 0.05)、敗血症症例ではいずれの病日の
CPK 値とも相関を認めなかった。③外傷症例では、Day 1 の mtDNA 値は APACHE II スコア、
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（書式１３） 
SOFA スコアと相関しないが、ISS と相関した (R2= 0.36, P< 0.01)。敗血症症例では、APACHE 
II スコア、SOFA スコアと相関を認めなかった。 





傷症例においては、mtDNA は解剖学的重症度の指標である ISS と相関し、また 28 日死亡症例
の Day 1 の mtDNA 値は、28 日生存症例と比較し有意に高値であり、重症度あるいは予後予測
指標となる可能性が示唆された。一方、敗血症においては、alarmins としての mtDNA の全身
性炎症反応病態の形成への関与、mtDNA レベルの重症度、転帰への影響に関しては明らかでは
なく、さらなる評価が必要である。 
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